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水稲晩植栽培における苗質が

生 育 ・収量 に及ぼす影響 ＊

上村　幸正 ・香西　修治 ・松 島　貴則

　　　　　　（四国農業試験場）

　四国地域は水 田面積がせ まい こ とか ら，と くにその 高度利用が重要で ある 。 そこ で ，前作物との 組

み合わせ に おける 水稲晩植栽培の 安定多収技術確立の ため，苗の 大 ・小，老化程度な ど苗質の 違い が，

生 育 ・収量 に及ぼす影響に つ い て 検討した 。

材料お よび 方法

　四 国農試場内の 稲麦二 毛作体系を継続す る水田 にお い て 1989年に実施 した 。 水稲品種は黄金晴を用

い ，試験区の構成は 第 1 表に示す ように
， 移植時期を 6月 30日

，
7，月 7 日お よ び 7 月 12日の 3期 とし，

それぞれの 時期に，普通 の稚苗 （A ， B ），稚苗の育苗 日数が 長 くな り老化 した もの （A
’
，
　 B’），播

種密度が粗で 充実 した中苗 （C ）， 育苗 目 数 の 極め て 短か い 緑化苗 （D ）な ど，曲質の 異なる各種 の

苗 を移植 した 。 なお，こ の 試験 に用 い た中苗 （C ）の 育苗に は 1社製の 紙製成形ポ ッ トを苗箱内に装

着して用 い た の で ，移植 は鉢 つ きとな り植傷み はほ とん どなか っ た。

　供試水田 の 前作 は裸麦で
， 麦 わらは全量 （約 700kg／lOa） を 6 月上旬にすき込 んだ 。 水稲苗は，い

ずれ も普通 の 苗箱 （樹脂製）を用 い て育て たが
， 中苗 （C ）は 90　g まき 〔乾 もみ）と し， その他 は200g

まきと した 。 苗の 肥料は ，基肥 として三要素各 1g を， また，追肥 としてチ ッ ソ 1g を播種後20日目

に各箱に 施用 した 。

　各移植期 とも，
1株 4 本植えとし，栽植密度は 22．2株／  （30× 15cm）の 手植 えとした。 本田肥料は，

10a当た りチ ッ ソ として，基肥 6kg，分げつ 肥 3kg，穂肥 3　kg （合計12kg）と し，そ の 他の 管理 は場

内圃場の標準栽培 に準じて行 っ た 。

　調査は，各区と も連続する20株につ い て 行 い
，

2反復で 実施した 。

結　　果

　各移植期 に用 い た苗の 大 きさは，第 1 表に 示す よ うに，育苗条件に よ っ て 大 きく異な り，葉令 （本

葉）と乾物重 （mg ／本）は緑化苗の 1．5葉 ・4 ．8mgか らポ ッ ト中苗の 3．2葉 ・23．2mgまで の 大差があっ た 。

＊　第26回講演会 （平成元年11月）に お い て発表 。
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第 1表　試験区の 構成 と苗質

移 植　期 6 月30日 7月 7 日 7 月12R

試

験

区

苗 記 号

育
’
苗 日数

A　 　 B　 　 C

24　 　 16　 16ポ

D

7

A ’

31

B　　C

23　 23ポ

D

　 7

A ’

36

B ’
　 C

28　 28ポ

D

l1

十
田

質

苗　 丈　
1

葉　 令

乾 物 馴

14．7　 13．1　 15．0

2．3　 2．0　　 2．2

11．0　 8．7　 14．7

lL5L54

．8

16．72

．6

主3．1

16．6　 16．3
2．4　 2．7

12．6　 22．0

⊥0．01

．65

．0

17．93

．114

，3

20，1　 19．6

2．8　 3．2

14．4　 23、2

13．21

．97

．3

注 ： 苗丈 は cm ，葉令 は 本葉，乾物重 は mg ／本，　（50本調査）

　　AB は稚苗，　 A ’B ’
は 老化稚苗，　 D は緑化苗 〔以上乾 もみ200　9 ／箱 ま き），

　　C は ポ ッ 1・中苗 （乾 もみ 909 ／箱ま き），播種後ZO日 に 追肥

稚苗 は
， 苗箱で の 育苗 日数が24 日を越える と，第 1葉身はすべ て黄 （褐）変し，第 1 葉稍高の 高い 徒

長
・軟弱な老化苗 とな っ た 。 ポ ッ ト中苗は，育苗 日数25日を過 ぎて も下葉の 褐変 はな く，乾物の 大 き

い 充実 した苗 で あ っ た 。

・一方，緑化苗は
， 播種後 7 − 11 日で 草丈 の 低 い 小 さ な 苗 で あ っ たが，胚乳 は

％〜％程度残存 して い た 。

　移植後の 生育経過につ い てみ る と，オ 2表に示すように稚苗の 育苗 日数に よる差は少 なか っ たが，

日数の長 い A 苗 は B 苗に 比べ て 生 育が や や劣 り，出穂 は やや早 まる傾向が み られ た 。 と くに ，移植期

が遅れるほ ど こ の 差が 明らか に認め られた 。 なお，稚苗の うち，育苗 日数が24日を過 ぎた もの （A
’

，

B り は，軟弱徒長苗で 植 え傷みが あ り，移植後の 生 育停滞が やや長か っ たが ， 枯死 した個体は なく，

そ の後正常に生育した。

　ポ ッ ト中苗 は，充実 した大 きな苗で あ り，
しか も鉢つ き移植 となる の で植え傷みが な く，稚苗よ り

も分げつ 数 ・穂数が多 くな っ た 。 また ， 中苗の 出穂期 は
， 稚苗に比べ ， 6 月30日植で は同じであ っ た

が， 7月 7 日植で は 1 日 ， 7月 12日植で は 2 日早か っ た 。

　緑化苗は，草丈 の 低 い 小さな苗で あ っ たが，い ずれ の 時期で も活着が早 く，分げつ 数 ・穂数が稚苗

よ りも多い とい う特徴がみ られた 。 緑化苗の 出穂期は， 7 月30日移植で は稚苗に比 べ て 2 日程度の遅

れに過 ぎなか っ たが ， 7月 7 日お よび 7 月12日移植で は
，

8 〜 9 日の 遅れ とな っ た 。

　収量につ い てみる と，第 3表 ・第 1 図に示す ように
，

い ずれ の苗 も，移植時期が遅れ るに つ れ て低

下する傾向が 明らかであ っ た 。 稚苗の育苗 日数に よ る収量の 差は比較的に小さか っ たが ，移植期が遅

くなる と日数の長 い A
’
苗が B

’
苗よ りも明らか に劣 っ てお り， 老化苗の 悪影響が出て い る とみ られた 。

　ポ ッ ト中苗は，い ずれ の 移植期で も稚苗に比 べ て 穂重が大で あ り，苗質の 良さが収量 に影響した と

み られるが，移植期が遅れる こ とに よる収量低下の 傾向は稚苗の場合 と同様に認め られた 。

　一
方，緑化苗は，い ずれの 移植期で も，

ポ ッ ト中苗 にはや や劣 る もの の ，稚苗と同等な い しや や ま

さる とい う結果で あ り， 移植期の もっ とも遅 い 7 月 12日植えで も，出穂成熟期は著 し く遅れたもの の
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第 2表 生 育経過

移
植

日

苗

記
号

茎　 数 （本／株）

7月19日　7月3旧 　8月10日

穂数　　主稈長　　出穂期

本／株　　　cm 　 月／ 日

成熟期

月／ 日

6

／

30

ABCD 8．5　 　 13．1

10，0 　　　　13．7

12．4　　　 15．9

7．8　 　 16．5

18．ll8

，319

，720

．3

15．4　　　　68．3　　　　　8／ 31

15．0　　　　71，1　　　　9／　2

16．0 　　71，1 　　9／ 2

16．5　　　　72．0　　　　9／　5

10／ 1010

／1010

／IOIO

／13

7

／

7

ABCD 5．5　　 12，4

6．0　 　 12．6

7．7　 　 ⊥3，8

7，6　 　 14．3

17，117

．ユ

19．118

．9

14，6　　　　65．7　　　　9／　l

l4，9　　　　66．8　　　　9／　3

16．5　　　66．7　　　9／ 　2

14．8　　　　65．7　　　　9／ ll

10／ 1010

／ 13

ユ0／1310

／23

7

／

12

ABCD 4．0　 　　 9．3

3．9　 　　 9，5

4．O　　　ll、1

4．4　 　 　 11．9

i4．6

ユ5，0

ユ7．518

．9

12．5　　　　61．2　　　 9／ 　5

ユ2．5 　 　6⊥．7 　　9／ 6

14．1　　　 62，7　　　 9／　4

14，5　　　　66．6　　　　9／ 12

1Q／131Q

／13

⊥0／1310

／ 23

注 ： 苗記号 は第 1表 と同 じ

第 3表 収量お よび登熟

移
植
日

苗
記

号

穂　重

9 ／株

わ ら重

〃

精玄米重　　登熟歩合　　精 もみ 千粒重　　青米粒比率

　 〃　　　　　 ％　　　　　　　9　　　　　　　 ％

6

／

30

ABCD 32，931
．736

．733

．5

36，837
．040

，339

．5

匚

リ

ハ
040

匚

」

585

2222 91．590

．790

．190

．O

26．526

．726

．626

．0

7

／

7

ABCD 30．731

．133

．132

．9

30，230

．534

．034

．0

23．924

．125

．825

．5

92．590

．099

．986

，0

28．527

．026

．926

．O

9．310

．211

．214

．3

7

／

12

ABCD 20．823

、527

．626

．6

23．026

．329

．033

．5

17．518

，221

．419

．6

89，288

．588

，086

，4

26，927

．427

，026

．7

14，013

．715

．Ol5

，5

注 ：苗記号 は 第 1 表 と同 じ 。 青米粒比率 は，粗玄米全粒 に 占め る青米粒 の 比率。一
は 未調査。
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穂重は老化 した稚苗 よりも明 らかに 大で あ っ た 。

考　 　 察

　従来，
“tu半作

”

とい うこ とば もあ り，と くに

北 日本にお い て は苗作 りの 重要性が指摘 されて お

　 2　5 ト

り　 ，稚苗移植 の 普及 した今 日に お い て も， 苗

質向上 の ため，薄ま き，中
・成苗の利用などの 技

術開発がなされて い る 。 これ に比 べ ，四国地域 に

お い て は，気象条件に恵 まれて い る こ とから苗質

の 重要性は低 い とされて きて い るが，水田 の 高度

利用 を前提 とし，麦わ らす き込み田における晩植

栽培とい う厳しい 条件におい て は
， 四 国地域 とい

えども苗質の 差は 収量に著 しい 影響 をもた らすの

で はない か との想定の もとに こ の試験 を実施 した e

35

　 30

穂

重

9

／
株 25

2D

判
田

＋

田

詒

田

廿
田

　

筐

中

　

諄
↑

ト

匕

　

ヒ

　

ィ

　

ィ

ツ

稚

老

ポ

緑

B

『

AACD

　 　 　 ABCDA ’BCDA 冒
B
「CD

　 　 　 L＿＿．．＿．＿＿＿」 　　L＿ ＿＿」　　一

移植 日　6 月／30口　　　7／7　　　　 7／12

第 1図　穂重に及ぼす苗質と移植期の関係

　しか し，こ の試験で は，予想に反 して ，
こ の ような条件にお い て も苗質が収量に及ぼす影響 は意外

に小 さい とい う結果で あ っ た 。 すなわち，ポ ッ ト中苗は，稚苗よ りも生育収量が まさる とい えるが，

大差で はな く，出穂期で 2 日早 く，収量 もや や高い とい う程度で あっ た 。

一
般的には晩植えに なる程

ポ ッ ト中苗の ような充実した大 きな苗の方が収量 的に有利 とな る筈であるが ，こ の試験で はそれ ほ ど

の こ と もなか っ た 。

　む しろ，極端に小 さな苗で ある緑化苗が，分げつ 力 にす ぐれ，穂数が多く，晩植条件にお い て も意

外に収量が高か っ た こ とが注 目され る 。

一
般に苗の葉令が小 さい ほ ど分 げつ の 節位が低 く，穂数 も多

　 　 11
い が ，と くに緑化苗は著 しく小 さな苗で あ り，胚乳養分 も残存 して い る の で

， 活着が早 く， 分げつ

　 　 　 　 　 　 　 　 3 ’

が 多い 特徴が ある　。 普通期栽培にお い て は，緑化苗は稚苗に比 べ て有効茎歩合は低 い もの の穂数が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c，｝
多 くなり，ほ ぼ同等 の収量が得 られ て い る が

，
こ の 試験の 結果か ら晩期栽培 に お い て もある程度の

適用性が ある と思われ る 。

　た だ し， 7 月 に入 っ て か らの緑化茜移植で は，出穂期が か なり遅れ る点に留意する必要が あろ う。

すなわち，こ の 試験の 6 月30日移植で は
， 稚苗 と緑化苗の 出穂期の差 は 2 日程度に過 ぎなか っ たが ，

7 月 7 日 お よび 7 月 12日の 移植で は 8 〜 9 日 もの 遅れ とな り，
9 月10日以 降の 出穂 とな っ た 。 こ の よ

うに 出穂が遅 れて も， 穂重 は比較的に大で あり， 登熟歩合や玄米千粒重は やや低 い もの の ，とくに品

質が悪い とい うこ と もみ られなか っ た 。

　しか し，
一

般 に ，当地域 の 水稲は出穂期が 9 月 IO日 を過ぎる と収量 へ の影響が著 しくな り，
9 月17

　 　 　 　 　 　 　 41

日が晩限である　 と もい われ て い る こ とか ら，本試験の緑化苗 7 月植の 9 月12日出穂 は，晩限に近か っ

た とみ られ る 。 したが っ て，この 試験の 結果は，1989年の 秋の 天候が比較的に よか っ た こ とに よる と
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もみ られ，黄金晴の 緑化苗 を用い た移植 は， 6 月末 日まで に行うの が安全 と い うこ ともで きよう。

摘　 要

1　水田 の 高度利用を前提 とし
， 水稲の 晩植条件 における苗質 と収景 の 関係 を明らか にす るため ， 普

　 通の 稚 苗，老化 した稚苗，ポ ッ ト中苗，緑化苗な ど
， 苗の大 きさ ， 育苗 日数などの 異 なる各種の

　 苗を用 い ， 6 月 30日， 7 月 7 日お よ び 7 月 12日の 3 期 に移植 して 生育
・
収量 を調査 した 。

2　移植時 の 苗の 大 き さ は
， 育苗条件に よ っ て 大 きく異な り， 緑化苗の 1．5葉 ・4．8mg／本か ら，中苗

　　の 3．2葉 ・23．2mg／本 （葉令 ・乾物重）ま で の 大差が あ っ たが，収量の差 は意外 に小さか っ た 。

3　い ずれの 苗 も移植時期が遅れ るにつ れ て 収量が低下 する傾向を示 したが ，
こ の 傾向に は苗の 大 ・

　 小 ， 充実の 良否に よる差がほ とん どみ られなか っ た 。

4　稚蕾の 育苗日数が24 日を過 ぎたもの は，第 1葉身が褐変 し， 軟弱徒長の 老化苗 とな り，移植時の

　 活着が やや遅れた もの の枯死 した個体はな く，その後正常に生育したが
， 収量 は

， 中苗お よび緑

　 化苗に比べ 若干劣 っ た。

5　中苗は稚苗に 比 べ 生育収量が まさる とい えるが ， 大差で はな く，移植時期が遅れ るこ とによる収

　 量低下 の傾向はほぼ同 じで あ っ た 。

6　緑化苗は，分げつ が多 く， 穂数 も稚苗 よ り多くな り，い ずれの移植期で も比較的に 多収 となっ た 。

　　しか し 7 月に なっ て か らの 移植 で は，出穂期が大幅に 遅 れ た 。

7　以上の こ とか ら，稚苗 は移植適期を過 ぎた老化苗で もかなりの実用性が あるこ と，緑化苗は晩植

　 適応性 もかな り認められるが 7月 にな っ てか らで は出穂期 の 遅延が問題 とな る こ となどに つ い て

　 考察 した 。
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